
江
戸
の
坂
道
散
策

江
戸
の
坂
道
散
策

東
京
歴
史
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

コ
ラ
ム
坂

一
服
茶
屋
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御
殿
坂
ア
ク
セ
ス
▼ 

都
営
三
田
線
・
白
山
駅
下
車
。
白
山
下
の
信

号
で
白
山
通
り
を
横
断
し
、
蓮れ

ん

華げ

寺じ

坂
（
標

識
あ
り
）
を
上
っ
て
い
く
と
御
殿
坂
上
へ
。

御
殿
坂（
文
京
区
）

京
区
白
山
二
丁
目
と
三
丁
目
の
境
に
御ご

殿て
ん

坂
と
い
う
長
い
急
坂
が
あ
る
。
小
石
川
植

物
園
の
東
脇
に
沿
っ
て
、
や
や
湾
曲
し
な
が
ら
安あ

ん

閑か
ん

寺
に
向
か
っ
て
下
っ
て
い
く
。
植
物
園
の
樹
林

が
大
き
く
枝
を
伸
ば
し
、
緑
の
影
を
投
げ
て
い
て

快
い
。
別
名
を
御ご

殿て
ん

表お
も
て

門も
ん

坂
・
大お

お

坂
・
富ふ

士じ

見み

坂

と
も
い
う
。
昔
、
植
物
園
一
帯
に
白
山
御
殿
が
あ

り
、
こ
の
坂
が
そ
の
表
門
（
現
在
の
植
物
園
正
門

辺
り
）
に
続
い
て
い
た
の
で
御
殿
表
門
坂
と
呼
ば

れ
、
さ
ら
に
、
こ
の
坂
の
雄
大
な
景
観
か
ら
大
坂

の
名
も
生
ま
れ
た
。
ま
た
、
文
化
（
一
八
〇
四
〜

一
七
）
の
頃
ま
で
こ
の
坂
か
ら
富
士
山
が
臨
め
た

の
で
富
士
見
坂
と
も
呼
称
さ
れ
た
の
だ
。

　

白
山
御
殿
は
、
五
代
将
軍
・
徳
川
綱
吉
が
将
軍

に
就
任
す
る
以
前
の
、
館た

て

林ば
や
し

宰さ
い

相し
ょ
う

（
上こ

う

野ず
け

館
林
藩

主
。
二
五
万
石
）
と
い
わ
れ
て
い
た
時
代
の
下
屋

敷
だ
っ
た
と
こ
ろ
。
こ
こ
が
、
現
在
の
白
山
五
丁

目
に
あ
る
白
山
神
社
の
跡
地
な
の
で
、
白
山
御
殿

と
呼
ば
れ
た
の
だ
。
綱
吉
が
将
軍
に
な
っ
て
か
ら

も
屋
敷
は
維
持
さ
れ
た
が
、
綱
吉
の
没
後
の
享
保

六
年
（
一
七
二
一
）、
御
殿
跡
は
小
石
川
御
薬
園

に
な
っ
た
。
そ
し
て
翌
年
、
八
代
将
軍
・
徳
川
吉

宗
は
町
医
者
・
小
川
笙し

ょ
う

船せ
ん

の
提
案
を
採
用
し
て
、

園
内
に
小
石
川
養よ

う

生じ
ょ
う

所し
ょ

（
施
薬
院
）
を
設
け
た
。

こ
れ
は
貧
民
の
た
め
の
療
養
施
設
で
、
笙
船
の
活

躍
ぶ
り
は
映
画
「
赤
ひ
げ
」
に
描
か
れ
て
い
る
。

　

養
生
所
の
井
戸
（
現
存
）
の
近
く
に
、
南
へ
下

る
鍋な

べ

割わ
り

坂
と
呼
ば
れ
る
坂
が
あ
っ
た
。
別
称
を
病び

ょ
う

人に
ん

坂
と
い
っ
た
。
鍋
割
坂
の
名
前
の
由
来
に
は
諸

説
あ
る
が
、
養
生
所
を
退
院
す
る
人
が
病
が
ぶ
り

返
さ
ぬ
よ
う
に
願が

ん

を
か
け
、
入
院
中
に
使
っ
た
鍋

や
茶
碗
を
割
り
捨
て
た
か
ら
と
い
う
の
も
一
説
。

今
は
雑
木
に
覆
わ
れ
て
、
坂
路
を
確
認
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
わ
ず
か
に
残
る
石
段
が
そ
の
痕

跡
か
と
想
像
す
る
の
は
飛
躍
し
す
ぎ
だ
ろ
う
か
。

文

　

新
宿
区
内
に
も
う
一
つ
の
御
殿
坂
が
あ
る
。
筑
土
八

幡
町
2
と
5
の
間
で
、
大
久
保
通
り
か
ら
入
る
と
、
右

側
に
筑
土
八
幡
神
社
が
あ
る
。
坂
上
一
帯
は
御
殿
山
と

呼
ば
れ
る
。
坂
名
の
由
来
は
、
寛
永
年
間
（
一
六
二
四

〜
四
四
）、
三
代
将
軍
・
家
光
が
鷹
狩
の
際
に
仮
御
殿

を
設
け
た
こ
と
に
因よ

る
。
後
に
、
四
代
将
軍
に
な
る
家

綱
が
、
大
納
言
時
代
に
牛
込
御
殿
を
築
い
た
と
い
う
記

録
も
あ
る
。
白
山
の
御
殿
坂
に
比
べ
る
と
小
振
り
で
、

樹
木
も
少
な
く
、
や
や
殺
伐
と
し
た
雰
囲
気
だ
。

●

坂
道
研
究
家　

山
野　

勝

一
九
四
三
年
、
広
島
県
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
政
経
学
部
新
聞
学
科
卒
業
。
報
知

新
聞
社
を
経
て
講
談
社
に
入
社
。「
ヤ
ン
グ
マ
ガ
ジ
ン
」編
集
長
、第
三
編
集
局
長
、

取
締
役
、
常
務
取
締
役
を
務
め
た
。
こ
の
十
数
年
、
東
京
の
坂
道
を
積
極
的
に
歩

き
、
エ
ッ
セ
イ
や
講
演
な
ど
で
坂
道
ブ
ー
ム
の
火
付
け
役
に
。
著
書
に
『
江
戸
の

坂
―
―
東
京
・
歴
史
散
歩
ガ
イ
ド
』（
朝
日
新
聞
出
版
）、『
江
戸
と
東
京
の
坂
』『
古

地
図
で
歩
く
江
戸
と
東
京
の
坂
』（
以
上
、
日
本
文
芸
社
）
が
あ
る
。




